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これからの衛星データ処理システムはこうなる（第 7 回　GSTOS １）
　　山田　隆弘 ( 宇宙情報・エネルギー工学研究系 )

宇宙情報システム講義第２部

　 今 ま で は、 衛 星 情 報 ベ ー ス（Spacecraft Information 

Base, SIB）に衛星の機能情報を取り込むために開発してき

た衛星の機能モデルの話をしてきました。また、機能モデ

ルに従って設計された衛星を監視制御するための衛星監視

制御プロトコルの話もしました。

　今回からは、これらの技術を利用して衛星を監視制御す

るために開発しようとしている汎用衛星試験運用ソフト

ウェア (Generic Spacecraft Test and Operations Software、

略して GSTOS、ジストスと発音します ) の話をします。

　今回は、まず GSTOS の基本概念についてお話しします。

GSTOS の基本概念には二つの柱があります。一つ目は「機

能ごとに開発する」であり、二つ目は「衛星のライフサイ

クルのあらゆるフェーズで使えるようにする」です。

　まず、「機能ごとに開発する」について説明します。宇

宙科学研究本部で現在使用している衛星データ処理システ

ムの基本原理については、この連載の第 1 部で説明しま

した。そこで説明したシステム構築のための基本原理は、

GSTOS の開発にも適用されます。例えば、装置と装置の

間のインタフェースには、連載第 1 部の第 3 回で説明し

た SDTP を標準プロトコルとして使用します。

　しかし、個々の装置の開発の仕方は、現在のシステムと

GSTOS では変えようと思っているのです。現在のシステ

ムの装置構成については連載の第 1 部では詳しく説明しま

せんでした。それは、GSTOS によって装置の構成方法を

変えようとしているからです。

　現在のシステムでは、衛星管制装置、共通 QL 装置、衛

星診断装置（ISACS-DOC）等の装置が衛星の監視制御のた

めに使われています。ところが、これらの装置は装置ごと

に別々に開発されたために、これらの装置の機能はかなり

重複していますし、同じ（あるいは類似の）機能が装置ご

とに別々に開発されているのです。これは、開発費用の無

駄遣いになっています。さらに、衛星の運用者は複数の装

置の異なる使用方法を覚えなければならないために、運用

が必要以上に複雑になっています。

　そこで、GSTOS では、装置ごとに開発するのではなく、

機能ごとに開発することにしました。そして、個々の装置

は、その装置で必要となる機能を組み合わせることによっ

て構成します。このようにすると、現在のシステムの無駄

や複雑さを回避することができるのです。

　このような開発を行うために、GSTOS では、まず、衛

星の監視制御で必要となる機能の定義を行いました。そし

て、関連する機能をまとめることによっていくつかのソフ

トウェア要素を定義しました。具体的なソフトウェア要素

の話は次回いたしますが、これらのソフトウェア要素は、

それがいつどこで使われるかには依存しない形で定義され

ています。そして、必要な場合に必要なソフトウェア要素

を自由に組み合わせられるように、ソフトウェア要素間の

インタフェースを標準規格（標準 API あるいは標準ファイ

ル形式）として規定しています。また、これらの標準イン

タフェースを利用して、新たなソフトウェア要素をシステ

ムに組み込むことも容易にできるようになります。

　これらのソフトウェア要素は、前回までに説明してきた

機能モデルや衛星監視制御プロトコルの特徴を利用して開

発されます。ただし、現在のシステムで使っている機能で

GSTOS でもそのまま役に立つものに関しては、ソフトウェ

アの再利用を図り、開発の効率を上げたいと思っています。

　二つ目の柱は「あらゆるフェーズで使えるようにする」

です。現在のシステムでも、衛星の組み立て後は、試験（総

合試験）でも運用でも基本的には同じ装置を使っています。

GSTOS では、衛星の組み立て前の試験（単体試験）でも

同じ装置を使えるようにしようと思っています。これを実

現するためには、地上で使っている標準プロトコルである

SDTP と衛星内の標準プロトコルである SpaceWire との間

の変換機能を開発します。この機能を使えば、衛星試験装

置を衛星内のネットワークに直接つなぐことができるよう

になり、相互試験で使用する装置をそのまま単体試験でも

使えるようになるのです。

　今までに述べてきた柱以外にも、GSTOS には、過去の

宇宙研の同様のシステムにはない特徴がいくつかありま

す。その一つは、要求を要求仕様書で規定していることで

す。これは、一般のシステム開発では当たり前のことです

が、宇宙研で要求仕様書を書く例はあまりありません。こ

の要求仕様書は、今までにいろいろなプロジェクトで衛星

の試験や運用に関わってきた人から収集した要求事項を系

統的にまとめたものであり、利用者の要求が正確に要求仕

様書に反映されています。

　さらに、要求仕様書の執筆や先に述べた標準インタ

フェースの設計は、ほとんどすべて宇宙研の衛星運用グ

ループ員が自分たちで行っています。これによって高いレ

ベルの技術を衛星運用グループ内部に蓄積することができ

るようになります。

　次回は、GSTOS の機能についてお話しします。
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●編集後記 :10 月も後半なのに、宇宙研で久しぶりに�ヌキを見ました！ (K.E.)

　Conjunction Event Finder (CEF、http://darts.isas.jaxa.

jp/stp/cef/cef.cgi) は、太陽地球系物理学 (STP) 分野の

各種クイックルック (QL) データを効率的に閲覧できる

ようにするウェブツールです。DARTS 上で公開されて

います。

　STP 分野の研究では、太陽から太陽風、磁気圏、電離

圏、地上までの多種多様な人工衛星や地上の観測データ

を調べます。その際、まずウェブ上で QL データの図を

閲覧し、多種類のデータをとりあえずさっと調べたり、

研究対象になる事例を探したりすることがしばしばあり

ます。しかし、QL 図は、何十種類もあり、世界各地の

研究機関・大学に分散しています。そのため、各種 QL

図を表示させるためは、それぞれに対してブラウザを開

き、日付を入力するなどの作業をしなければなりません。

これは、複数衛星を使った研究や衛星と地上の観測を連

携させた研究のように、多種類のデータを解析する研究

をするとき、数が多くなればなるほど、非常に煩わしく、

悩ましい問題でした。

　

　そこで、この不便さを解消したいと思い、DARTS が

考え出した一つの解決策が CEF です。これを開いて、

調べたい日時を一度だけ入力すれば、その日時の様々な

QL 図へのリンク集ができ、効率的にデータを閲覧する

ことができます（図参照）。必ずしも難しい技術を使っ

ているわけではなく、見た目も簡素ですが、利便性の高

いツールができました。

　また、CEF にあわせて、DARTS のサービスとして、

Geotail、Cluster、Double Star (TC1、TC2)、THEMIS 衛

星のデータの QL 図と、各種衛星の軌道と地上観測の情

報の図を新たに作成し、ウェブ上で閲覧できるようにし

ましたので、複数衛星と地上観測を連携させた研究に非

常に役に立っています。

　最後に、一般的に、公開されている QL プロットは、

必ずしも自分にとって使いやすいものであるとは限りま

せん。そこで、自分の目的に合わせたプロットを自分で

作り、CEF のようにウェブ上で見られるようにすると、

ちょっとしたときにイベントを探したりするのに非常に

便利になります。

　宮下　幸長 ( 宇宙科学情報解析研究系
　　　　　　　　　　　　　/C-SODA 科学データ利用促進グループ）

太陽地球系物理学分野の新しい QL ツール : Conjunction Event Finder

各種 QL

プロットを表示

 [CEFメインページ] 

 調べ たい日時 を選択 

 対応 するQLプロ ットへの  

リンク集を作成 

 


